
課題①
（様式３－２－①）

課題名①

適当
概ね
適当

要
改善

課題の
設定

①農業者や地域が必要とする課
題であるか 4 1

・経営体としては必要かと思うけど地域として
は?

対象の
選定

②課題に対して対象（農業者、地
区）の選定は適切であるか 2 3 ・対象がほかにもありそう

③関係機関とうまく連携して活動
しているか 1 4

④活動（活動方法、時期、手段）は
適切であるか 1 3 1

⑤専門的な技術・情報を活用して
効果的な活動が行われているか 1 2 2

活動の
成果

⑥農業者や地域・産地等の育成や
成長に効果が上がったか 3 2 産地としては?

⑦他の課題や他農業者、地域へ
の波及性があるか 1 2 2

⑧結果が十分でないものは今後
の対策が考えられているか 4 1

項目 評価の視点

日置地域を支える担い手の育成(地域営農) <野菜部門>

所属名： 鹿児島地域振興局農政普及課日置市駐在

令和７年度外部評価会　集計表（農業者用）

外部委員からの
意見・提言

意見・提言等に対する改善策や
普及指導計画への反映等

・もっと密な指導

活動の
波及性
と改善

評価結果（人）

活動体
制・活動

方法

・今後の対策が重要

課題①
（様式３－３－①）

課題名①

適当
概ね
適当

要
改善

課題の
設定

①課題は地域の農業振興上、重
要な課題であるか 3 2

・吉利のかんしょ+アルファの品目であるのはわかるが、飼料
+かぼちゃの効果が見えない。

地域で取り組む有望な高収益品目とし
て課題とした。今後も地域の農業者の
所得向上になる品目に重点化しながら
取り組む。

対象の
選定

②課題に対して対象（農業者、地
区）の選定は適切であるか 2 3

・日置ではこの2か所だろう
・何か所か選定して、収量の比較をしてもいいのかと思いま
す。

今回は地域営農の課題として高収益作
物に取り組んだ。他地域については野
菜課題で対応する。

③関係機関と連携して活動して
いるか 1 4

④活動（活動方法、時期、手段）は
適切であるか 5

⑤専門的な技術・情報を活用して
効果的な活動が行われているか 1 3 1

⑥農業者や地域・産地等の育成や
成長に効果が上がったか 1 2 2

⑦指導対象が積極的に課題解決
にあたるようになったか 4 1

⑧他の課題や他農業者、地域へ
の波及性があるか 1 3 1

⑨結果が十分でないものは今後
の対策が考えられているか 4 1

項目 評価の視点

日置地域を支える担い手の育成(地域営農) <野菜部門>

所属名： 鹿児島地域振興局農政普及課日置市駐在

活動の
成果

・何年取り組むのかの目標が見えないので、ゴールまでどうな
のか?
・「かんしょ+加工ばれいしょ」の栽培で所得向上の見込みが
立ったといえるか?具体的数値で明示する必要がある。

所得向上につながることが数値面から
も明らかになった時点で到達点とす
る。

令和７年度外部評価会　集計表（関係者用）

外部委員からの
意見・提言

意見・提言等に対する改善策や
普及指導計画への反映等

・JA・市との関係性をもう少しみたい。
・加工用ばれいしょの出荷が遅れた要因はJAにもあると認識
している。R8年産については作業スケジュール等を見直す。

・実際には関係機関・団体と連携して取
り組んでおり、今後も連携して取り組ん
でいく。

活動の
波及性
と改善

評価結果（人）

活動体
制・活動

方法



1

日置地域を支える
担い手の育成(地域営農) 

＜野菜部門＞

農政普及課日置市駐在技術普及グループ
農業技師 岡本雄太

【重点支援対象】
・日置市吉利地区（吉利アグリ未来会議）
・（農）田代ビレッジ
・（農）夢ファーム大里

【地域営農の目指すべき姿】

集落営農組織等の育成により農地が
有効利用されている

野菜部門での取組

1

2



2

吉利アグリ未来会議

●これまでの経緯
・基盤整備（区画整理，畑かん導入）
・畑かん有効利用に向けた実証

（1）R4「飼料作+抑制かぼちゃ」
（2）R5カットドレーン実証，散水器具の実演

吉利アグリ未来会議

抑制かぼちゃ実証 散水器具の実演

区画整理前

区画整理後

●吉利アグリ未来会議とは
耕作者による農地の有効利用についての話し合い活動

3

4



3

吉利アグリ未来会議

吉利アグリ
未来会議

JAさつま日置日置市

農政普及課 【支援の役割分担】
○日置市︓

組織運営
○JAさつま日置︓

栽培技術指導
○農政普及課︓

栽培技術指導
組織運営支援

吉利アグリ未来会議

面積当たりの収益性が高い作物は
導入されていない

かんしょ+（︖）で農家の所得向上

飼料作物かんしょ

5
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4

吉利アグリ未来会議

●更なる所得向上のため，かんしょ裏作品目の検討
・役員会 ４回
・定例会 ４回 加工用ばれいしょの提案

吉利アグリ未来会議

●加工用ばれいしょとは
くみあい食品鹿屋工場で作られる，

チルド製品向けばれいしょのこと

●チルド製品とは
収穫したばれいしょを冷蔵貯蔵・管理し，

一次加工（加熱調理等）したもの
・冷凍製品よりおいしい
・家庭での調理時間短縮
・現在，需要が急増中

7
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5

●「加工用ばれいしょ」導入のメリット
・加工用ばれいしょの競合産地が少ない
・かんしょとの２毛作が可能
・かんしょ収穫機をばれいしょの収穫に利用可能
・フレコン出荷（選別不要）で省力可能

12月11月10月９月８月７月６月５月４月３月２月１月

植付 収穫

吉利アグリ未来会議

植付 収穫

(1)栽培講習会，現地検討会
・栽培体系の確認
・疫病対策
・品種特性

(2)先進地研修（鹿屋）
・くみあい食品工場視察
・大隅地域振興局（畑かん利用）

吉利アグリ未来会議

現地検討会 工場視察

●活動内容

9
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6

(3)加工用ばれいしょ現地実証
ア 実施農家︓２戸
イ 品種︓「とうや」
ウ 作型︓春作（５月収穫）
エ 定植︓Ａ氏ー２月20日

Ｂ氏ー２月25日

吉利アグリ未来会議

種いも

定植ほ場（B氏） 定植ほ場（A氏）

加工用ばれいしょの生育状況

吉利アグリ未来会議

令和７年３月25日 令和７年４月24日

生育良好

11
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A氏 B氏

342

506
［kg/a］

小

大

中

階級別の推定収量(5/2掘取調査)
吉利アグリ未来会議

A氏 B氏 C氏

1,535
1,138

3,204［kg/10a］
階級別の精算重量(5/28〜6/6収穫)

かんしょ作業の遅れ

●収量 少
・収穫遅れによる腐敗いもや

褐色心腐れなどの規格外品の発生
（梅雨入り︓5/16）

吉利アグリ未来会議

小

大

中

13
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A氏 B氏 C氏
小

大

中

3,204［kg/10a］
階級別の収量(5/28〜6/6収穫)

（参考）

適期収穫で収量増
※C氏︓5/22~5/25に収穫

吉利アグリ未来会議

1,535
1,138

【栽培面積】
・日置全体
R6 R7
155a 248a 見込

・うち吉利
R6 R7
65a 65a 見込

拡大

維持

成果 今後の課題

吉利アグリ未来会議

「かんしょ+加工用ばれい
しょ」の栽培で
所得向上の見込が立った︕

・県育成加工用品種
「こいじゃ」の検討

・作業受託体系の整備
（農薬散布）

・青果用ばれいしょの検討
（氷結散水等の畑かん有効利用の検討）

（「とうや」より多収）

15
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（農）田代ビレッジ

（農）田代ビレッジ
●これまでの経緯
・中山間の狭小な農地（水田）が多い

（1）転作田の連担化・団地化

・高齢化による担い手不足
（1）常時雇用の採用

１日農業バイトの活用
技能実習生の受入

（2）スマート農業の取組
（ドローン，

直進アシスト機能付きトラクタ）

ドローン

直進アシスト機能付きトラクタ

17
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（農）田代ビレッジ

JAさつま日置日置市

農政普及課 【支援の役割分担】
○日置市︓

組織運営支援
○JAさつま日置︓

栽培技術指導
○農政普及課︓

栽培技術指導
組織運営支援

（農）田代ビレッジ

水田交付金対象作物主体の経営

（農）田代ビレッジ

新規高収益作物による売上の増加
（売上目標300万円の達成）

高収益作物の売上が少ない

19
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（農）田代ビレッジ

(1)新規高収益作物の検討
・検討会 14回（R6年度）
・さといもの低収要因（H30〜R元年）

→肥料不足，定植時期の誤り等
・作付シミュレーションの実施

●活動内容

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

総
労
働
時
間

労働時間

日置版大豆 K147稲WCS（飼料）

日置版ミシマサイコ手作業 K42さといも普通

日置版麦類

家族労働上限

さといも栽培の提案

常時上限

常時+臨時上限

（2）さといも栽培指導
・栽培基準表の作成
・栽培講習会の開催

（農）田代ビレッジ

栽培講習会 栽培ほ場の確認

21
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さといもの生育状況

令和７年5月19日

（農）田代ビレッジ

令和７年７月２日

目標 R7見込

売上

300万円
261万円

売上見込 261万円
（目標比87%）
注１）12/15掘取調査の結果から推定
２）売上見込

＝推定単収(250kg/a)×
栽培面積(80a)×
単価(150円/kg)×
0.87（フレコン出荷による歩引き）

田代地区︓（農）田代ビレッジ

23
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300万円
261万円

目標 R7見込 R8見込

300万円+α

基本技術
の徹底
適正施肥
適期管理

売上目標
達成へ

田代地区︓（農）田代ビレッジ

売上

成果 今後の課題

田代地区︓（農）田代ビレッジ

・さといもの導入で
高収益作物の売上目標
300万円（国庫事業
KPI）達成見込︕

・基本技術の徹底
（土壌分析に基づく

適正施肥，適期管理等）

・新規高収益作物の検討

→（農）田代ビレッジの
安定経営へ

25
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関係機関一体となった支援で
地域の皆さんを笑顔に・・

27


